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出 典  日本エネルギー経済研究所 「 エネルギー・経済統計要覧 200 6 」 
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出典：季報　エネルギー総合工学　Vo l  28 No.1（2005.04） 
図８．拡大する石油発見量と生産量のギャップ
出 典  「エネルギーレビュー」2002年2月 号 


































































1971 1973 1975 1977 1979 1981 1983 1985 1987 1989 1991 1993 1995 1997 1999 2001 2003 2005 2006
（単位： ド ル／バ レ ル） 
90 . 8 . 2 
イ ラ ク の クウ ェ ー  ト 侵 攻 
2 0 01 . 9 . 1 1 
米 国同 時 多 発 テ ロ 事 件 
2 0 03 . 3 . 2 0 
米 国 主 導 の イ ラ ク 攻 撃 開 始 
73 . 1 0 
第 ４ 次 中 東 戦 争 勃 発 
7 9 . 2 . 1 1 
イ ラ ン 暫 定 革 命 政 府 樹 立 
80 . 9 . 9 
イ ラ ン ・ イ ラ ク 戦 争 勃 発 
第二次石油 シ ョ ッ ク 時 の 最 
高値： ３４ ド ル／バ レ ル 
第一次石油 シ ョ ッ ク 時 の 
最高値： １１ ． ６５ ド ル／バ レ ル 
湾岸戦争時の最高値： 
３２ ． ４９ ド ル／バ レ ル 







































































出典：日本エネルギー経済研究所「エネルギー・経済統計要覧２ ００ ６」 
一 次 エ ネ ル ギ ー  供 給 割 合 の 推 移 
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エ ネ ル ギ ー  政 策 の 基 本 方 針 
・ 安 定 供 給 の 確 保 
・ 環 境 へ の 適 合 
・ 市 場 原 理 の 活 用 
及 びこ れらを十分に考慮し た 上での 
図22．エネルギー政策基本法（2002年6月成立）
９　電気事業分科会　制度改革評価小委員会報告書（2006.5.22）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ） 内 は 数 値 目 標 
【世界最先端のエネルギー需給構造の実現】 
　 （我 が 国 の 一 次 エ ネ ル ギ ー  供 給 に 占 め る 石 油 依 存 度 （ 現 在 約 50 % ） に つ い て 、 203 0 年 ま で に 
　 　 40% を 下 回 る 水 準 を 目 指 す ） 
○ 　 省 エ ネ ル ギ ー  フ ロ ン ト ラ ン ナ ー  計 画 　 　 
　 （ 我 が 国 の エ ネ ル ギ ー  効 率 に つ い て 、 203 0 年 ま で に 更 に 少 な く と も 30% の 効 率 改 善 を 目 指 す ） 
○ 　 運 輸 エ ネ ル ギ ー  の 次 世 代 化 計 画 　 　 
　 （ 我 が 国 の 運 輸 部 門 の 石 油 依 存 度 （ 現 在 ほ ぼ 100 % ） に つ い て 、 203 0 年 ま で に 80 % 程 度 を 目 指 す ） 
○ 　 新 エ ネ ル ギ ー  イ ノ ベ ー  シ ョ ン 計 画 
○ 　 原 子 力 立 国 計 画 　 　 　 　 　 　 
（ 203 0 年 以 降 に お い て も 発 電 電 力 量 に 占 め る 原 子 力 発 電 比 率 を 、  3 0 ～ 40 % 程 度 か 、 そ れ 以 上 
　 　 を 目 指 す ） 
【 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー  外 交 等 の 総 合 的 な 強 化 】 
○ 　 総 合 資 源 確 保 戦 略 　 　 　 
　 （ 我 が 国 の 引 取 量 ベ ー  ス で の 原 油 の 自 主 開 発 比 率 （ 現 在 約 15% ） に つ い て 、 203 0 年 ま で に 
　 　 40% 程 度 を 目 指 す ） 
○ 　 ア ジ ア ・ エ ネ ル ギ ー  協 力 戦 略 
【 緊 急 時 対 応 の 充 実 】 
○ 　 緊 急 時 対 応 の 強 化 
【 共 通 的 課 題 】 
○ 　 エ ネ ル ギ ー  技 術 戦 略 



























































































































運転開始後 ６０ 年 ま での間に想定 さ れる経年劣化事象を抽出 
これまでの保守管理活動を振り返って最新知見をもとに評価 
































































◆基礎的・理論面 で の 
安全研 究 
総合調 整 






















そ の他  22.7 % 
ナ ミ ビ ア   7.6%




















比較的安定的 な 政治経済情勢 と 、豊富 なウラ ン埋蔵量 に 着目 して 、 
カザ フ ス タ ン共和国におけるウ ラ ン鉱山開発 プ ロジェ ク トに参画 
（２００５年） 
出典：RED BOOK（2005年発行）（OECD  NEA/IAEA編） 
（確定資源量（＄80/kgU以下）） 
出典：ニュー ケムマーケットレポ トー誌（2006年5月号） 















































当 　 　 　 社 当 　 　 　 社 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 バ リ ュ ー  チ ェ ー  ン 強 化 に よ り 、 以 下 の メ リ ッ ト 獲 得 を 目 指 す 
○ 供 給 安 定 性 の 向 上 　 　 　 　 　 ○ 数 量 の 弾 力 性 向 上 
○ 調 達 コ ス ト の 低 減 　 　 　 　 　 　 ○ 収 益 源 の 創 造 
         チェーン強化により、以下のメリット獲得を目指す 
○ 供 給 安 定 性 の 向 上      ○ 数 量 の 弾 力 性 向 上 
                      
図31．LNGバリューチェーンの構築

































エネルギ ー  転 換部 門 
（ 発 電 所 等 ） 6.9％ 
産業部門 
40.0％ 
民 生 （ 家 庭 ） 部 門 
13.5％ 
民 生 （ 業 務 ） 部 門 
12.3％ 
運輸部 門 （ 自 動車・ 
飛行機 等 ） 20.7％ 
工業 プ ロセ ス 











１ ０ ０ 




１ ７ ４ ０ 
燃 焼 方 式 に 比 べ 約 ６ ６ ％ の 省 エ ネ ル ギ ー  化 が 可 能 。 
火力総合送電端熱効率：2005年度当社実績 
１ １ ８ 
２ ３ 





























【 企 業 像 】 
エ ネ ル ギ ー  を コ ア に 、 く ら し の 基 盤 と な る 領 域 に 
お い て 、 「 お 客 さ ま 満 足 No.1 企 業 」 を 目 指 し ま す 。 
　経営環境の変化の中、変わらぬ使命の達成 に 
向け、以下を目指 す べき企業像 と して明確化。 
　一人 ひと りの従業員は、 こ の企業像に向か っ て、 
以下の指針に基づ き 行動。 
【 行 動 指 針 】 
お 客 さ ま の 喜 び の た め に 
　 私 の 最 善 を つ く し ま す 。 
関 西 電 力 グ ル ー  プ 経 営 ビ ジ ョ ン 
Ｈ １ ８ 年 度 経 営 計 画 
＜ ア ク シ ョ ン プ ラ ン ＞ 
１ ． 安 全 最 優 先 の 組 織 風 土 の 醸 成 
２ ． グ ル ー  プ 一 体 と な っ た 
３ ． 人 の 成 長 、 技 術 力 の 向 上 
お 客 さ ま 価 値 の 創 造 
図34．関西電力グループ経営ビジョンおよび
H18年度経営計画アクションプラン
経 営 資 源 
の 






お 客 さ ま 
総 合 エ ネ ル ギ ー  
電気＋ ガ ス ・ コジェネを 組合 せ 
お 客 さ ま にベストエネルギ ー  を 提 供 
～電気を中心に付加価値を向上～ 
生 活 ア メ ニ テ ィ 
安心・快適・便利 な 
生活環境 を 創 造 
～ お 客 さま の 
さ ら なる信頼向上～ 
情 報 通 信 
地域 と Ｉ Ｐ に 特化 した 
情報通信サ ー ビ ス 





エ ネ ル ギ ー  を コ ア に 、 く ら し の 基 盤 と な る 領 域 に お い て 、 「 お 客 さ ま 満 足 Ｎ ｏ ． １ 企 業 」 を 目 指 す 
図35．グループ一体となったお客さま価値創造
